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※いじめ経緯や事案の特性を踏まえ、重大事態への対処が十分でないと判断する場合や、教育

活動に支障が生じる場合は教育委員会が調査主体となります（北九州市いじめ防止基本方針より） 

本市の「第三者調査委員会による調査」概要の例 

※この概要は一例であり、本来は保護者の意向をもとに作成する。 

保護者に調査の期
間や方法を説明 

当該学校の教師、児
童生徒への聴き取
り項目を検討し、実
施を指示 

当該学校の教師・児
童生徒からの聴き
取り 

児童生徒へのアン
ケートを実施 

アンケートの調査
実施を指示 

児童生徒へのアン
ケートの結果を提
出 

アンケートの結果
や聴き取り結果を
提出 

調査が長引いてい
る場合は保護者へ
進捗状況を報告 

要望等があれ

ば、教育委員会

事務局に随時

連絡 

児童生徒へのアン
ケートを作成し、実
施を指示 

アンケートの結果
や聴き取り結果を
もとに、今後の方針
を協議 

保護者へ今後の方針
の説明 

今後の方針につい
て情報を提供 

今後の方針について確認 

事実関係の明確
化・背景・因果関係
の分析 

報告書の検討・作成 

報告書の内容を説明 

アンケート結果 

聴き取り結果 

調査の期間や方法 
を協議 

 
調査の期間や方法 

を指示 
 

分析結果 

令和２年１２月１６日 
「第２回北九州市いじめ問題専門委員会」資料 
北九州市教育委員会指導部指導第二課 

 


